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１．琉球祖語アクセント推定過程における金武方言の位置づけ

　松森（2000b）、Matsumori（2001）は、琉球祖語には１音節語に２型、２音節語に３型、３音
節語には少なくとも３つの型の区別があったとする前提のもとに「系列」という概念を提示し、
琉球祖語に最大３つまで存在していたと（今のところ）考えられるアクセント型の区別をそれぞ
れ「Ａ系列」「Ｂ系列」「Ｃ系列」と呼ぶことを提唱した。この「系列」という名称は、それまで
松森（1998、2000a）で使用していた「板」類、「息」類、「鏡」類、「刀」類といった、型の区別
を示す用語に代わるものとして提案されたものである。
　また松森（2000b）では、従来の琉球アクセント史研究が琉球祖体系の再建や方言どうしの系
統関係を議論する際に依拠してきた資料が、本土の「類別語彙」を使用した琉球諸方言の記述資
料に偏っていたという事実を踏まえ、（特に本土には観察されない）琉球独自の語彙を多くその
内部に含めたアクセント調査用語彙集─すなわち本土の「類別語彙」に匹敵するような琉球調査
用の語彙のリスト─を開発すべきであること、そしてそれを使用した組織的調査を早急に琉球各
地で実施して、データを収集しておくことの必要性を論じた。
　本稿においては、この琉球のアクセント調査を目的として作成される語彙のリストのことを、
本土の「類別語彙」とあえて区別するために、「系列別語彙」と呼ぶこととしたい。この系列別
語彙は琉球祖語に存在したと想定されるそれぞれの系列に含まれる語彙の、できる限り総括的な
リストであることが望ましい。そのためこの語彙の開発は、琉球祖体系にまでさかのぼれると想
定される３つのアクセントの系列別を忠実に保っていると考えられる方言体系の調査に基づいて
開始されるのが理想である１）。
　琉球には、共時的に見て「３型アクセント体系」（あるいはそれ以上の型の区別を持つ体系）
とされる方言は数多く存在するが、かならずしもそれら諸方言のすべてがこの「系列別語彙」開
発に最適というわけではない。３型アクセント体系の方言であっても、その体系内の一部でこの
３つの系列のうちの２つがすでに合流しつつあると思われるような方言も存在する。琉球祖語の
型の対立を比較的明瞭に残している、という観点から考えて「系列別語彙」開発のための今後の
理想的な調査地となり得る方言体系は、私見では、まず北琉球（奄美・沖縄）においては沖永良
部島の一部、徳之島、そして今回取り扱う沖縄本島の北部・中部地域の一部２）などである。また

沖縄本島金武方言の体言の
アクセント型とその系列

─「琉球調査用系列別語彙」の開発に向けて─

松　森　晶　子



98

南琉球（宮古・八重山）においては、与那国と多良間島が、その有力な候補地として挙げられる。
　さて、いわゆる「３型アクセント」が観察される沖縄本島の北部、中部の諸地域の中で、琉球
祖語に存在していたと想定される「Ａ系列」「Ｂ系列」「Ｃ系列」の３つのアクセント型の区別が
比較的明瞭に保たれ、しかもその各系列に属す語彙が、奄美の沖永良部島、および徳之島の３型
アクセント地域におけるそれとも比較的規則的に対応する（とこれまでに筆者が判断した）方言
のひとつとして、今回、金武方言を取り上げて記述したい。
　本稿では、まず第２節で本土の類別語彙を用いてこの方言の分析を行う。そしてこの金武方
言が、松森（1996, 1998, 2000a, b）で提示したような類の分裂、合流の仕方を遂げていること３）、
すなわちこの金武方言は「類別語彙」の２音節語が12/345/345のような分裂・合流を遂げている
だけでなく、３音節語も12/45/4567のような合流を遂げているということを示す。次に第３節で
は、この類別語彙に対応する語彙の音調型を検討しながら、この金武方言のアクセント体系を導
き出す試みを行う。本稿では、この方言はピッチの上昇の位置が弁別的な（上げ核の）方言であ
る、という考えを提示する。また、表層の音調パターンを導き出すためのいくつかのアクセント
規則についても論じる。
　さらに第４節では、その結果を前提にしながら、類別語彙には存在しない琉球独自の語彙の「系
列」を、この方言の資料から「推定」する試みを行う。もちろん今回提示した金武方言の資料だ
けに基づいて各語の琉球祖語における「系列別」を断定してしまうことはできない。しかしここ
で提示した資料は、少なくとも今後の琉球調査用「系列別語彙」開発のための基礎的な資料にな
るものと期待される。

２．類別語彙を用いた調査から

　以下、本稿を通じて、松森（2000b）で提示した琉球祖語にさかのぼれると思われるアクセン
ト型による３つの対立を 「Ａ系列」、「Ｂ系列」、「Ｃ系列」と呼ぶこととする。またこれら３つの
系列のそれぞれに属していたと想定される語彙に関する仮説を「系列別語彙」と呼んで議論を進
めていく。本稿の記述のための調査は、2001年３月12 ～ 15日にかけて行われた。調査協力者は、
金武方言の生え抜きの話者４名である４）。
　〈表１〉は、類別語彙１音節語に対応する語彙の、金武方言における方言形式とそのアクセン
ト型を示したものである。以下すべての表において、金武の方言形にはあえて抽象度の高い音韻
解釈を施さず、できるだけ表層の音声に近い形、すなわち音声表記で示すこととした（ただし表
記があまりにも煩雑にならないよう、あくまでも簡略表記とする）。なお今回の調査では、すべ
ての語について、その単独形と平行して、それぞれの語に主格の助詞 nu あるいは ga を付けて
作成した文（「～ガ見エル」「～ガ残ル」のような意味の文）を発話してもらったものを観察した
（以下、これを助詞付接続形と呼ぶ）。後に述べる理由によって、以下の表では、１音節語に限っ
てはその助詞部分までの形式をその表に載せ、２音節以上の語に関しては、その単独形だけを記
すこととする。
　また参考のため以下すべての表には、その右端に、それぞれの単語に対応する語の『今帰仁方
言辞典』における形式と、それに対して私自身が解釈した「系列」を付記することとした５）。
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　〈表１〉のＩの欄から、金武方言の１音節語のアクセントは、２つの異なる型からなることが
確認できる。またその２つの型の区別は、今帰仁方言のそれ（Ⅲの欄）とも明瞭な型の対応を示
すことが分かる。この２つの区別は、これまで話者が沖永良部島、徳之島で調査してきた方言の
型の区別ともほぼ規則的に対応するので、これは少なくとも北琉球諸方言の祖語にまでさかのぼ
れる区別であると考えられる。したがって、Ⅱの欄にあるように、この２つの型の区別をそれぞ
れＡ系列、Ｂ系列と呼ぶこととする。
　記述が必要以上に煩雑になるのを避けるため、表中ではピッチの上昇部分だけを　「　という
記号によって示してあるが、実際のピッチパターンは、（１）の例に示すようなものである。

（１）１音節語の具体的ピッチパターン

　１音節語にだけ限って言えば、このＡ、Ｂ系列の違いは、単独形より助詞付接続形において、
よりはっきりと観察できるようである。すなわちＡ系列に対応する語は、高く平板に発音される
（助詞が付くとその助詞も含めて語句全体が高くなる）のに対して、Ｂ系列のものは、低く始ま
り語末の１モーラだけが上昇するという特徴がある。Ｂ系列の語は助詞が付くとその助詞部分だ
けが高くなるため、Ａ、Ｂ系列の違いは助詞付接続形においてより明瞭に区別できることが（１）
から分かる。
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　これとは逆に、２音節以上の語では、助詞付接続形よりむしろ単独形のほうが、各系列の違い
が明瞭になることが今回の調査で明らかになった。（これについては、後述する。）そのため、以
下の表では単独形のみを示すこととする。〈表２〉は、類別語彙２音節語に対応する語彙の金武
方言における方言形と、そのアクセント型を示したものである。
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　この〈表２〉から、本土の類別語彙２音節語に対応する語には３つの対立が見られることが分
かる。この３つの対立は、（一部の例外を除き）今帰仁のそれともほぼ規則的に対応することが
この表から分かる。この３つの区別をＡ、Ｂ、Ｃ系列と推定する。
　前掲の〈表１〉と同様、この〈表２〉でも金武方言の方言形にはピッチの上昇部だけしか示し
ていないが、実際のピッチパターンは次の（２）の例に示すようなものである。

（２）２音節語の具体的ピッチパターン
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　またこの方言の２音節語においては、Ｂ、Ｃ両方の系列において、その第１音節が長音化して
いることが、（２）から分かる。すなわち金武方言の２音節語では、単語単独発音の場合にＢ系
列の語の語末音節が長音化していることに加えて、語末から２つめの音節も長音化しているので
ある。一方、同じ表に示された今帰仁方言では、Ｂ系列の語はすべて、語末音節に限って長音化
していることが分かる。
　今、Ｃ系列の場合だけに限って言えば、このように語末以外の音節が長音化する現象は、琉球
諸方言の中でも決してめずらしい現象とは言えない。たとえば筆者のこれまでに調査した範囲内
で言うと、沖縄本島北部の伊平屋島、伊是名島、沖縄本島北部の東村川田や名護市安和、徳之島
の天城町の多くの方言などにも、Ｃ系列の第１音節に長母音が出現する体系が存在している（松
森1996, 1998）。また『沖縄語辞典』によれば、首里方言においても「息/iici/」「糸/iicu/」「中
/naaka/」「松/maai/」など、本稿のＣ系列に相当する語彙の語頭に長母音が存在することが確
認されている。ここから、Ｃ系列の「浜 ha:ma」、「中 na:ka」、「松 :」などの語に観察され
る第１音節の長母音は、少なくとも北琉球諸方言（奄美・沖縄）の祖語の段階において、すでに
存在していた可能性があると考えてよいだろう８）。
　一方、２音節語のＢ系列の語頭音節が長音化するというような方言は、琉球全体の中でも他に
あまり例を見ないものである。ちなみに中本（1981）の地図を参照しながら、Ｂ系列の「味噌」
「雨」「潮」という語の第１音節が長音化して mi:su、a:mi:、u:su のように出現する地域が琉球
のどのあたりに分布しているかを検討してみると、金武町、恩納村を中心とした沖縄本島中部だ
けに限定されていることが分かる。したがって、この「２音節語のＢ系列の語彙の第１音節に長
母音が出現する」という事実は、この金武方言のアクセントの際立った特徴のひとつであると言っ
てもよいだろう。
　つまり、この金武方言のＣ系列の「浜 ha:ma」、「中 na:ka」などの語頭長音節は、通時的に見て、
かなり古い段階までさかのぼれる可能性を持つのに対し、Ｂ系列の「花 ha:na:」、「豆 ma:mi:」な
どの語頭長音節は、比較的新しい変化によって生じたものと考えてよい。このＢ系列の語頭長音
化は、奄美・沖縄の諸方言がある程度分岐を遂げた後に、この金武を中心とする沖縄本島中部の
一地域において独立して生じた変化の結果であることが考えられる。すなわちこれは、名護市史
編さん委員会（2006：260）にもあるように、おそらくは他のアクセント型との区別を保つため
に第１音節の母音が長音化した結果、生じたものと推定してもよいだろう。
　以上の表で明らかになった事実、すなわち、Ａ，Ｂ，Ｃの３つの系列によって区別される語彙
が、今帰仁におけるそれとほぼ規則的に「型の対応」を示す、という事実は、この金武方言の３
音節語にも当てはまる。次に挙げた〈表３〉は、類別語彙３音節語に対応する語彙の、金武方言
における方言形とそのアクセント型を示したものである。



104



沖縄本島金武方言の体言のアクセント型とその系列

105

　この〈表３〉から、本土の類別語彙３音節語に対応する語にも３つの対立が見られ、この３つ
は今帰仁方言のそれと（例外もあるが）ほぼ規則的に対応していることが分かる。この３音節語
の金武方言における具体的な音調パターンを具体例をもって示せば、次の例の通りである。

（３）３音節語の具体的ピッチパターン

　〈表２〉ですでに見たように、類別語彙２音節語については、この金武方言では、Ｂ，Ｃ系列
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ともに語末から２つめの音節が規則的に長くなっていることが観察された。これに対し、〈表３〉
に示した類別語彙３音節語のＢ、Ｃ系列の語彙には、このような規則的な長音化現象は観察され
ない。すなわち金武方言では、語末以外の音節が規則的に長音化する現象は２音節語のみに限定
されていることが、今回の調査で分かった９）。一方、これとは対照的に、〈表３〉の右に示した
今帰仁方言では、３音節語の（Ｂ系列の語は語末音節だけが長音化するのに対して）Ａ，Ｃ系列
の語に、語末から数えて２つ目の音節の長音化が見られる。
　さて、この金武方言に特徴的だと思われる第２の現象は、Ａ系列の示す音調型にある。すでに
（１）、（２）で見てきたように、この金武方言の１音節語、２音節語のＡ系列は、全体的に高く
平板な音調型で出現していた。しかしこの方言では、３モーラ以上の比較的長い語になると、Ａ
系列の音調型に下がり目が実現する。しかも、その下がり目の位置が、常に固定した場所に出現
する。すなわちＡ系列の語は、（４）に例示されているようにまず高く始まり、その高さが語頭
から３モーラ目まで持続した後、その後は低く付くのである。

　このようにＡ系列の高さの持続には制限があり、それは語頭から数えて３つめのモーラまでで
あるが、このような高さ持続の制限はローレンス（2005）の記述した田

た

嘉
か

里
ざと

方言には報告されて
いない。（田嘉里ではＡ系列の語は、長さに関わりなく、一貫して語句末まで高く実現するよう
である。）このような高さの持続制限は、沖縄本島中北部の他の方言にも広く観察されるもので
あろうか。また、もしそれが他方言にも観察されるとすればその分布はどうなっているのだろう
か。それらＡ系列に観察される下がり目は、金武方言では３モーラ目直後だが、他の方言でも同
じように３モーラ目なのであろうか。これは、この地域の今後の記述調査の課題である。
　通時的な観点からは、Ａ系列に見られるこのような方言間の違いは一体どのように（どのよう
な変化の過程によって）生じたのかという点を考察する必要があろう。すなわち、このＡ系列の
３モーラ目直後（方言によっては３モーラ目ではない可能性もある）に出現する下がり目は、過
去のアクセント型の何らかの痕跡なのか。それともこれは、諸方言がある程度分岐してから、沖
縄本島の一部の方言に生じた何らかの新しい変化の結果なのか。また、もしこの下がり目が新し
い変化によって後から生じたものだとすれば、それはどのような条件によって生じ、なぜ３モー
ラ目でなければならなかったのか。こうした問題に関する考察も、今後の課題としなければなら
ない。
　ちなみに〈表３〉を見ると、今帰仁方言でも「煙 ki「buu」si」、「畳 ta「taa」mi」、「鼻血 pa
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「naa」zi」などの３音節以上のＡ系列の語には、はっきりした下降が観察されていることが分か
る。また『沖縄語辞典』を参照すると、首里方言でも「煙 kibusi」、「隣 tunai」、「鼻血 hanazii」
などのＡ系列の語は「下降型」とされており、３モーラ以上の単語では「通常第２モーラまでが
高く、以下のモーラは低く終わりまで平らに続く（国立国語研究所（編）：53ページ）」と記述さ
れている。これらの事実から考えても、Ａ系列に何らかの下降が観察されるという事実は、（少
なくとも沖縄本島の諸方言においては）決して特殊な現象ではないと思われる。

３．金武方言のアクセント体系と系列

　さて次に、以上のような語彙の示す音調型をもとにしながら、金武方言のアクセント体系の共
時的記述を試みる。
　本方言のアクセントの弁別的特徴は、ピッチの「上昇」の位置であると思われる。（すなわち、
この方言は上げ核を持つ体系である可能性がある。）この上昇の位置を「核」と呼び、今それを「 
のような記号で示すとすれば、本方言のアクセント体系には次の（６）のようなものが仮定できる。

（６）金武方言のアクセント体系

　すなわち金武方言では、「Ａ系列は無核の型を持ち（０型）、Ｂ系列は語末モーラに核を持ち（－
１型）、Ｃ系列は最後から２番目に核を持つ（－２型）」というように記述できる。またこの方言
には、「核の次モーラを上昇させる」というような音調規則が想定できる10）。（これは松森（2000b） 
で導き出した沖永良部島の和泊や知名方言のアクセント体系と類似している。）
　さらにこの方言では、「無核」であるＡ系列の高さの持続には制限があり、それは「語頭から
数えて３つめのモーラまで」と記述できるであろう。したがって、金武方言の共時的な規則とし
ては、次のようなものが想定される。

（７）金武方言のアクセント規則
　　　ａ．核の置かれた次モーラを上昇させる。
　　　ｂ．Ａ系列の語は、語頭から３つめのモーラまで高さを持続し、
　　　　　その次のモーラでピッチを下降させる。
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　したがって下降の位置は、（少なくとも今のところ）この方言の弁別的な特徴とは言えない11）。
この方言の弁別的特徴は、あくまでも上昇の位置であると考えられる。（これは、２モーラ以上
の語になると、助詞付接続形では出現することが少なく、むしろ単語単独形に顕著に実現するも
のである。）
　以上、類別語彙１～３音節語を使って観察してきた特徴をもとに、金武方言のアクセント体系
を導きだしてきた。これは、（10）のようにまとめられるであろう。
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　すなわち、金武方言は「上げ核」の３型体系を持ち、「Ａ系列」は無核（０）、「Ｂ系列」は語
末モーラ核（－１）、「Ｃ系列」は語末から数えて２つ目のモーラに核がある（－２）、というよ
うな体系を持つと記述される。（もちろん、これはあくまでも類別語彙を基に考察した試案であ
り、今後、外来語や複合語を調査したデータを追加することによってこれとは異なる体系を想定
する必要性が生じるかもしれない。）
　以上のような考察に基づき、類別語彙を系列別に分類して示したものが次の（11）である。
松森（2000b）で論じた沖永良部島の諸方言と同様、この金武方言でも、類別語彙２音節語は
12/345/345、類別語彙３音節語は12/45/4567のような分裂・合流の仕方を遂げていることが、こ
こから確認できる。
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　松森（2000a, b）、Matsumori（2001）は、すでに琉球祖語において類別語彙２音節語は12/345/
345のような分裂・合流を遂げ、３音節語は12/45/4567のような分裂・合流を遂げていたと推定
したが、この金武方言の資料もその仮説を支持するひとつのデータと成り得るだろう。

４．金武方言から推定される系列別語彙

　さて、本土の類別語彙を使った以上のような考察を前提にしながら、次に、類別語彙には存在
しない（琉球独自の、あるいは金武をはじめとする沖縄本島地域に特徴的な）語彙について、そ
のアクセント型から、それぞれの語の系列別を推定する試みを行ってみたい。次の〈表４〉は、
金武方言において調査した、類別語彙には対応しない語彙を、その音調型を基に系列別に分類し
て示したものである。
　この表は、まずすべての語彙をＡ，Ｂ，Ｃの各系列に分類する前に、各語を「植物」、「動物」、「人
間関係」、「身体」…といったような意味分野ごとにジャンル分けし、次にそのジャンルごとに区
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分けした語彙を系列順（Ａ，Ｂ，Ｃの順）に配列する、という方針をとった。〈表４〉左端の漢
字一字の記号は、そのように分類したジャンルを示し、それぞれ次のような意味分野を指すもの
である。
　　１．植：植物・植物部位、　２．動：動物・動物部位、　３．人：人・人間関係
　　４．身：身体部位・身体関連現象、　５．食：食物・食物関連語彙、　
　　６．生：生活関連（衣類、行事、生活場所など）、　７．道：道具、生活用具、
　　８．自：自然現象・場所、　９．方：方角関係、　10．時：時間関係、　11．数：数

　このような配列方針は、今後の調査の現場でできるだけ使用しやすいように、という配慮のた
めである。これは、話者にそれぞれの語を文に入れて発音してもらって、その音調型の違いを観
察するような場合に、便利ではないかと考えた。
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　この表は、金武方言（と今帰仁方言）という沖縄本島における特定の方言の資料に基づいた系
列別語彙の試案であり、あくまでも一種の「たたき台」であることを最初に断っておかねばなら
ない。これは今後、さらにこの方言の新しいデータを追加することによって検討を加えていくべ
きものである。また他の方言においても、試案として提示された上述のリストを使用して調査し、
この系列別語彙の試案をさらに修正していかなければならない。

５．系列別語彙を活用した今後の記述研究

　「琉球調査用系列別語彙」は、琉球祖語に存在していたと「想定」される語彙のリストであり、
各語の属していた系列に関する「仮説」である。「仮説」である以上、新しいデータによって常
に検証し、修正を加えていく必要があることは言うまでもない。また「琉球調査用系列別語彙」は、
それを開発すること自体が最終目標なのではなく、それを開発した上で、琉球諸方言をさらに網
羅的、かつ組織的に調査し、そこで収集されたデータをもとにして、より綿密な通時的（比較方
言学的）考察を行っていくことを目的としている。
　このように系列別語彙は、まず通時的考察の道具となることを目的として開発されるものであ
るが、実はこの語彙の開発は、今後の琉球諸方言の共時的な記述研究にも役立つことが期待され
る。この語彙の開発・確立によって、琉球各地のアクセント体系やアクセントの交替現象、ア
クセント規則などの詳細を記述したり、諸方言を共通の基盤のもとに比較しながら類型的考察を
行っていくことが、いっそう容易になっていくのではないだろうか。このようにして「琉球調査
用系列別語彙」は、今後、琉球方言の共時的記述の道具としても有効に機能していくことが望ま
れているのである。
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